郊外電車が F 駅に ついた のが 十一 時 三十 五分。 この 

F 行き は 始発から 終発まで 三十 分 間隔に なって いて、 

次の 到着 は 十二時 五分。 それ だと ズ 切の 時間が 心配に 

なる。 

「あと、 五十 曰か」 

文 作 は 電車 を 降りて 溜息 を もらした。 流行作家 神 田 

兵 太 郎が文 作の 新聞に 連載小説 を 書き はじめてから 百 

回ぐ らいになる。 約束の 百 五十 回 を 終る まで は、 毎日 

同じ 時間に F まで 日参し なければ ならぬ。 駅から 神 田 

の 家まで は 十分 かかった。 

前方 を 洋装 の 若い 女が 歩いて 行く。 



「どうしてで すか」 

「美人 を 隣室へ 呼び こんどいて、 お前、 ちょ ッと 散歩 

して こいだ つ て」 

「先生なら 大丈夫で すよ」 

「なにが 先生なら なのよ。 日本一 の 助平よ、 あの 先生 

ば」 

「フ 1 ン」 

「何が フ— ンさ。 さ、 出ましょう よ。 不潔 だ わ、 ここ 

の 空気。 淫風う ずまい てる わね」 

アケミ は 文 作の 手 をと るよう にして、 外へ でた。 ま 

さに、 そのと き、 正午の サイレンが 鳴る の をき いた。 



で、 私が でて みました が、 時間が たったせ いです か、 

私が でた 時には 切れて いました」 

「い つ ごろです か」 

「私が 来て 間もなく、 十二時 五分 か 十分 ごろ かと 思い 

ます」 

「そのと き 邸内に 誰もい ませんで した か」 

「どなたの 姿 も 見かけませんでした」 

「何分ぐ らい 部屋 を はなれて いたので すか」 

「ちょ ッ との 間です。 電話機 を ガチャ/ \ やって みて 

切れ てるのが 分る までの 時間 だけです」 

「そのと き ピストルの 音 をき きませんでした か」 



の 来訪 を 待ち かねてい たこと。 その 神 田が 久子を 隣室 

に 待たせて おいて 顔 も 見せずに 自殺す ると は 何事で あ 

) ) ^ o 

ろう 力 

それにつ いて、 久子は 奇怪な 申し立て を 行って いる 

ので ある。 

「私が 神社の 前にた たずんで いました の は、 そこで 

待って おれと いう 先生のお 言葉だった からです」 

「い つ 命令 をう けました か」 

「その 前日、 午後 二 時 ごろ、 先生から 社へ お 電話が あ 

りました のです。 渡す ものが あるから、 正午 ごろ 神社 

の 前で 待つ て おれと 申されました」 



「なぜ 正午まで 待たなかった のです か」 

「先生のお 宅が すぐ 近いのに、 そんなと ころに 待って 

るの が 不安に なった からです。 コソ コソと 人に 隠れる 

ような ことが していけ ないように 思われて、 正午ち か 

くな つてから、 なんとなく 先生のお 宅まで 行って し 

ま つたので す」 

「渡す もの、 と は 何です か」 

「たぶん 原稿 だろうと 思いました。 それし か 考えられ 

ません から」 

ところが、 その 原稿 は 彼の 寝室 (兼 書斎 だが) にな 

かった ので ある。 書き かけの もの もなかった。 そして、 



久 子の 原稿の X 切 はま だ 先の ことで もあった。 

久子 がこう 申し立て ている にも拘らず、 神 田の 様子 

はそんな 約束 をして いるよう に は 思われな いの だ。 久 

子の 来訪 を 待ち かねて はいたが、 自ら 約束の 場所へ で 

かけよう とする 様子はなかった。 その 気持が あれば 出 

かける こと はでき たはず だ。 シャヮ ー を 早めに きりあ 

げれ ば、 行けた はずで ある。 しかるに 彼 は悠々 と 十分 

間 も シャヮ —を あび、 寝室へ ひきあげてから もす ぐに 

衣服 をつ けようと はせ ず、 正午す ぎて 死ぬ まで 裸で い 

たので ある。 

「神社の 前で 待って おれと 云った の は 神 田 先生 本人の 



電 一一^ 口 カ^-」 

「神 田 先生 御自身です。 マチ ガイありません」 

しかし、 神 田が 久 子に 電話した の を 聞いて いた 者 は 

いなかった。 もっとも、 そのような 秘密の 電話 を、 人 

にき かれる ように かける はず もない。 

「無理心中 でもす るつ もりが、 にわかに 気が 変って 自 

殺したん じ やない かな」 

文 作 はそんな こと を 考えて みたが、 神 田と いう 生活 

力 の 旺盛な 作家が 無理心中と はすで に 変 だ。 

さらに 決定的に 奇怪な 一事が あった。 事件の 朝、 タ 

カ子と いう 女中のと ころへ、 母が キト ク だからす ぐ 帰 



「たとえば ラジオ。 その また 先に は 女中への 手紙。 そ 

のまた 先に は 神 田 氏から 久 子さん への 電話。 それ は 事 

件の 前日 午後 二 時 だから、 すくなくとも、 その 時刻 ま 

でさかの ぼって、 それ 以後の 各人の 動勢 を メンミ ッに 

調査し なければ ならな い のさ」 

「ずいぶん ヒ マな 探偵 だな」 

「書生 の 木 曾が 当日 ど こへ 買いだ しにで かけた かその 

アリバイの 裏 づけ 調査 を 行って る 新聞 も 一 紙し か 見当 

ら ない ぜ。 それによ ると、 木 曾 は F から 約 七哩の Q 

駅の マ— ケット まで 洋 モク 洋酒 その他 を 買いに でかけ 

ている のさ。 彼が フィルム を 買った 写真屋 はこう 証言 



してる ね。 木 曾さん が 見えられ たの は 十 一 時 前後で し 

たろう。 現像した フィルムと 新しい のと を ポケットへ 

ねじこみ 四 五分 ムダ 話の のち 自転車で 立 去り ましたよ、 

とね。 Q と F の 距離 は 自転車で 三 四十 分 だね。 もっと 

も 競輪選手なら 二十 分 以内で ぶッ とばす ことができる 

かも 知れない が、 一番 普通に 考えて 木 曾が 当然の 時刻 

に Q で 買物して いる こと は 彼 自身の 証言 通りと 考えて 

レレ， S!- 」 

「木會 の 行動で 疑問な の は 坂で 僕らと すれちがって か 

らの 何分 間 だ」 

「それ は 各紙が もれなく 論じて いる こと さ。 僕 は 目下 



各紙の 調査 もれ を 考案 中で —— もっとも、 各紙の 調査 

もれ は 君の 調査 もれで もあろう から、 君に 訊いても 要 

領を 得ないだろう ね。 君が F 駅へ 下車した 十一 時 三十 

五分 以後の こと を 語つ て くれた まえ」 

「神社の 前で 安川 久 子と 言葉 を 交した 以外に は 道で 特 

別の こと はない」 

「神 田 邸で は？」 

「呼 鈴 を 押す と アケミ さんが 現れて 広間へ 通して くれ 

た。 アケミさん は マントル ピ ー スの 上から 原稿 をと つ 

て くれて、 サンド ウイ ツチと コ— ヒ ー を 持って きて く 

れ たから、 二人で それ を 食って …… 」 



「アケミさん も ヮ-」 

「左様。 それが 毎日の 例なん だ。 神 田 氏の 食事の 時間 

は 不規則で ずれて るから、 アケミさん は ォレを 待って 

て 一し よに サンド ウイ ツチと コー ヒ ー をと る。 いつも 

なら 女中が 運んで くるが、 その 日 は アケミさん 自身が 

運んで くれて 差 向いで いただいた。 十分 間ぐ らいして、 

サンド ウイ ツチ を ほぼ 平らげた ころに、 浴室の 神 田 氏 

が タオルと 怒鳴った ので、 アケミさん は 座 を 立った」 

「それまで は 君と 一 しょ だね」 

「左様。 台所へ サンド ウイ ツチ を 取りに 立って くれた 

以外 はね。 さて 神 田 氏 は シャヮ ー をと めて アケミさん 



お 話 をう けたの は 事件 前日の 電話 だけ だとね。 各紙の 

躍起の 調査の 結果 も、 彼女の 私生活から 蔭の 生活 を あ 

ばく ことに 成功して いない。 一方 毛 利 アケミ も 他に 愛 

人 はいない よう だと 云って いる ぜ」 

「浮気 は 人に 知られずに 行う もの さ。 特に 女房に は 

ね」 

「君た ち は 何よりも 重大な こと を 見落して いるの だよ _ 

安川 久子嬢 は 洗えば 洗う ほど 可憐な お嬢さんの 正体が 

ハツ キリで てく るば かりじ やない か。 その 久子嬢 をな 

ぜ 全面的に 信じようと しないの だろう？ その 原因の 

大きな 一 ッは 君の 存在 さ。 君 自身 は 気づかない らしい 
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